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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドア錠（１）と、ドア外側取っ手のための基板（２）を備えた自動車ドアロックにおい
て、
－　基板（２）が差込み装置（３）を介してドア錠（１）に直接的に連結可能であり、
－　この差込み装置（３）が少なくとも垂直方向と走行方向に対して横方向に、予め定め
た組み立て遊びを許容し、
－　この差込み装置（３）が基板（２）に設けられた係止部材（４）とドア錠（１）に設
けられた係止部材受け（５）とを備えた係止装着継手として形成されているかあるいはド
ア錠（１）に設けられた係止部材（４）と基板（２）に設けられた係止部材受け（５）と
を備えた係止装着継手として形成されており、
－　この係止部材（４）が係止ヘッド（７）と支持板（８）を有する係止アーム（６）を
備え、
－　この係止部材受け（５）が、深さ方向に移動可能にすなわち縦方向に移動可能にかつ
回転運動可能にすなわち揺動運動可能に、係止ヘッド（７）を受けるための対向する係止
脚部（９）を、係止ヘッド（７）と係止脚部（９）との間での締付け装着の形成のもとで
備えており、
－　これら係止脚部（９）が支持脚（１１）と共に、支持板（８）を深さ方向に移動可能
にすなわち縦方向に移動可能にかつ回転運動可能にすなわち揺動運動可能に受けるための
差込み部品を形成している、
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ことを特徴とする自動車ドアロック。
【請求項２】
　支持脚部（１１）がばね脚として形成されていることを特徴とする請求項１に記載の自
動車ドアロック。
【請求項３】
　係止部材（４）と係止部材受け（５）が曲げ弾性材料、例えば合成樹脂からなっている
ことを特徴とする請求項１または２に記載の自動車ドアロック。
【請求項４】
　係止部材（４）と係止部材受け（５）が成形された部品または別個の部品として形成さ
れていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の自動車ドアロック。
【請求項５】
　係止部材受け（５）または係止部材（４）がドア錠（１）の錠カバー上にあることを特
徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の自動車ドアロック。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ドア錠と、ドア外側取っ手のための基板を備えた自動車ドアロックに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
　このような自動車ドアロックは知られている。この自動車ドアロックの場合には、ドア
ロックとドア外側取っ手の基板が支持板に固定され、この支持板と一緒に予め製作された
組み込みモジュールを形成している。この組み込みモジュールは当該の自動車ドアに挿入
される。自動車ドアの組み込みモジュール、すなわち自動車の後側の端板に設けたドア錠
とドア外側薄板に設けた基板のための固定個所は、誤差を有する。この誤差は組み立ての
途中で補正しなければならない。走行方向（Ｘ方向）と走行方向に対して横方向（Ｙ方向
）において誤差を補正するために、支持板は可撓性であり、垂直方向（Ｚ方向）における
誤差補正はゴム緩衝装置によって行われる。支持板はコストのかかる付加的な部品である
。そこで、本発明は対策を講じる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の根底をなす課題は、支持板を省略し、簡単で、組み立てが容易でそして信頼性
のある構造の、冒頭に述べた種類の自動車ドアロックを提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この課題を解決するために、冒頭に述べた種類の自動車ドアロック装置は、基板が差込
み装置を介してドア錠に、直接的に連結可能であり、この差込み装置が少なくとも垂直方
向と走行方向に対して横方向に、予め定めた組み立て遊びを許容することを特徴とする。
これは、本発明の実施形に従って、差込み装置が基板に設けられた係止部材とドア錠に設
けられた係止部材受けとを備えた係止装着継手として形成されているかあるいはドア錠に
設けられた係止部材と基板に設けられた係止部材受けとを備えた係止装着継手として形成
されていることによって達成される。いかなる場合でも、本発明に従って、ドア取っ手の
基板とドア錠が差込み装置すなわち係止装着継手だけを介して互いに接続されて組み立て
られ、それによってコストのかかる支持板を省略することができる組み込みモジュールが
実現される。従って、全体的には、組み込みモジュールのためのきわめて簡単で信頼性の
ある構造が達成され、更に製作コストが大幅に低減され、組み立て作業が非常に効率的で
ある。
【０００５】
　本発明の提案によれば、係止部材が係止ヘッドと、係止ヘッド用の後背部としての支持
板とを有する係止アームを備え、係止部材受けが、深さ方向に移動可能にすなわち縦方向
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に移動可能にかつ回転運動可能にすなわち揺動運動可能に、係止ヘッドを間で受けるため
の対向する係止脚部を備え、係止脚部が支持脚と共に、支持板を深さ方向に移動可能にす
なわち縦方向に移動可能にかつ回転運動可能にすなわち揺動運動可能に受けるための差込
み部品を備えている。従って、材料が節約されると共に、固定点に関して、従って組み立
ての途中で次のように誤差を補正することができる、予め製作された組み込みモジュール
が得られる。
－　Ｙ方向すなわち走行方向に対して横方向において、従って後側の端板のドアロックの
ためのおよびドア外側板の基板のためのねじ締め個所の間隔に関して、係止装着継手の深
さ方向の移動によって、
－　Ｚ方向において、従って垂直方向において、係止部材受け内での係止ヘッドおよびア
ダプタ板の揺動可能性によって、
－　Ｘ方向において、従って走行方向において、アダプタ板が摺動運動を防止し、それに
よって形成装着継手を分離できないことによって、
誤差を補正することができる。
【０００６】
　それにもかかわらず、走行方向と反対方向に係止部材全体を容易に移動させることがで
きる。というのは、保持脚部がばね弾性的に形成されているからである。勿論、係止継手
は、係止部材受けと係止部材の間の動きを可能にし、それによって基板が摺動し、ドア外
側薄板に接触させて位置決めして正しく組み立て可能である。これは材料の弾性によって
達成される。というのは、係止部材と係止受けが曲げ弾性的な材料、例えば合成樹脂から
なっているからである。その際、曲げ弾性により、一方では組み立てのための充分な動き
が可能であり、他方ではドア錠とドア外側取っ手の基板との間の、不意に外れ得る形状補
完的および摩擦連結的な係止装着連結が達成される。係止部材と係止部材受けは一体に形
成された部品または別個の部品として形成可能である。別個の部品の実施形では、この部
品は勿論、ドア錠と基板に申し分なく固定される。その際、係止部材受けまたは場合によ
っては係止部材はドア錠の錠カバーに設けられている。
【０００７】
【発明の実施の形態】
　一実施の形態を示す図に基づいて本発明を詳しく説明する。
　図には、自動車ドアロックが示してある。この自動車ドアロックは基本的な構成では、
ドア錠１と、ドア外側取っ手用基板２を備えている。基板２は差込み装置３を介してドア
錠１に連結可能である。この場合、差込み装置は少なくとも垂直方向すなわちＺ方向と、
走行方向に対して横方向すなわちＹ方向に、所定の組み立て遊びを有する。差込み装置は
基礎板２に設けられた係止部材４と、ドア錠１に設けられた係止部材受け５を備えた係止
装着連結装置３として形成されている。係止部材４は係止ヘッド７と支持板８を有する係
止アーム６を備えている。この支持板は係止ヘッド７のための後背部を形成している。係
止部材受け５は、深さ方向に移動可能（すなわち、Ｙ方向）と回転または揺動可能（すな
わち、Ｚ方向）に係止ヘッド７を受けかつ係止ヘッドに背後から係合するために、係止突
起１０を有する対向する係止脚部９を備えている。係止ヘッド７と係止脚部９の間では、
締付け装着が行われる。係止ヘッド７は、係止脚部９に接触する場所に、弧状の輪郭を有
する。それによって、係止ヘッド７は係止部材受け５内で回転可能であり、その際係止脚
部９を押し広げることがない。この係止脚部はそうしないと、係止ヘッドを再び戻し回転
させるであろう。組み込みのためには、係止アーム６が曲がり得ること、すなわち係止ア
ームが最小の長さと、曲がり得る直径を有することが重要である。係止ヘッドが受け内で
揺動するときにも、基板２が薄板に接触するようにために、この曲げが必要である。係止
脚部９は支持脚部１１と共に、深さ方向に移動可能（すなわち縦方向に移動可能に）にか
つ回転または揺動可能に板８を収容するための差込み部品を形成する。その際、係止脚部
９と支持シリンダ部１１は特に三角形、例えば二等辺三角形を形成する。支持脚部１１は
弾性的に（Ｘ方向に）形成されている。
【０００８】
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　係止部材４と係止部材受け５は曲げ弾性材料、例えば合成樹脂からなっている。実施の
形態では、係止部材４と係止部材受け５は成形された部品として形成されている。係止部
材受け５は錠カバー１２上にある。
　係止部材受け５内での係止部材４の深さ方向の運動と揺動はＸ，Ｙ，Ｚ方向と同様に矢
印によって示してある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による自動車ドアロックを前側から見た概略図である。
【図２】　図１の対象物を後側から見た図である。
【図３】　係止装着継手の係止部材の横断面図である。
【図４】　係止装着継手の係止部材受けの横断面図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　　ドア錠
２　　　　　　　　　　基板
３　　　　　　　　　　差込み装置
４　　　　　　　　　　係止部材
５　　　　　　　　　　係止部材受け
６　　　　　　　　　　係止アーム
７　　　　　　　　　　係止ヘッド
８　　　　　　　　　　支持板
９　　　　　　　　　　係止脚部
１１　　　　　　　　　支持脚部
１２　　　　　　　　　錠カバー

【図１】 【図２】
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